
学会発表

　私は、「フィジカルアセスメント研修後のOJTにおける後輩育成の取り組み」につ
いてポスター発表を行いました。私が院内、病棟内で日々の業務の中でどのように
計画を立て教育を行い、段階的に知識や技術向上に向けた取り組みをについて、
知って頂く機会になりました。他施設とも、どのように進めていくのが効果的か、ど
こをターゲットに取り組んでいくかなど有意義なディスカッションを行うことがで
きました。

日本医療マネジメント学会第21回島根支部学術集会

集中ケア認定看護師　新田  美喜子

　この度、私は、国立病院総合医学会に参加し、「当院における安全に外来化学療法を行うた
めの取り組み」という演題で、外来化学療法の取り組みの経過と今後の課題についてポス
ター発表をしました。フロアからは帰宅後の患者の副作用対応で救急外来との連携について
質問をうけました。システムの導入やマニュアルの作成、待ち時間短縮の活動で2019年から
外来化学療法件数は増加しています。今後も、患者が安全に化学療法を受けられるようにか
かわっていきたいと思います。

第77回 国立病院総合医学会

がん化学療法看護認定看護師　渡邉  直美

　9月に「中国地区消化器内視鏡技師研究会」が鳥取県で開催され「下部内視鏡検査前処置時の消泡剤の比較」について発
表しました。
　内視鏡技師とは内視鏡業務のエキスパートを認定する専門資格で、日本消化器内視鏡学会認定試験に合格して内視鏡技
師資格を取得しており、当院でも4名の技師が上部・下部消化管内視鏡検査を中心に、粘膜下層剥離術やポリープ切除術な
どの介助も行っています。内視鏡医が安全かつ円滑に検査・処置を遂行できるように介助をすることはもちろんですが、患者
さんが安心して検査を受けていただけるようにする事も大切なことだと考え、日々努力・工夫しています。

中国地区消化器内視鏡技師研究会
外来看護師　金高  美香
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終末期高齢心不全患者とその家族が納得のいく
最期を迎えるための支援
急性期病棟における心不全患者に対する継続看護
乳房セルフチェックの実施率向上を目指して
COVID-19患者の看護を通してのチーム力の向上
脊椎手術におけるベンシーツカウントの実際
OJTにおける若手看護師の育成
～特定認定看護師として支援した活動の実際～
壊死組織を伴うストーマ周囲皮膚潰瘍が治癒した事例
せん妄発症リスクが高い患者へのNEECHAMスケール使用の試み
～チューブ類の自己抜去患者・非自己抜去患者の要因から見える看護とは～
地域包括ケア病棟の他職種とも退院支援に関する
情報共有における課題の明確化
コロナ過にある終末期患者とその家族に寄り添う看護について
～面会制限に関するアンケート調査を行って～
下部内視鏡検査前処置時の消泡剤の比較
フィジカルアセスメント研修後のOJTにおける
後輩育成の取り組み
当院におけるACP（アドバンスケアプランニング）実施の現状と課題
当院における安全に外来化学療法を行うための取り組み
回復期リハビリテーション病棟における退院支援への取り組み
～退院支援ファイルを活用して～
心臓手術後の集中治療体験で生じた記憶のゆがみと対処行動

心不全カンファレンス
（島根県立中央病院・ノバルティスファーマ株式会社）
固定チームナーシング研究集会 第24回 島根地方会
固定チームナーシング研究会 第14回中国四国地方会
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庶務班長　松生　理

　新型コロナウイルス感染予防のため、令和2年度より開
催を見合わせておりましたが、5類感染症への見直しを契
機に令和5年度、再開しました。
　久しぶりの開催となったため、市民の皆様に忘れられて

いるのではないかという不安の中での再開でしたが、た
くさんの方にご参加いただき、運営委員一同ほっと胸を
なでおろしております。このページでは今年度のこれまで
の講座の様子と、今後の予定についてご報告いたします。

7月26日開催　41名参加
講師／診療部長（消化器内科） 古田 晃一朗

　国民の3分の１が脂肪肝と言われている現代。脂肪
肝が肝臓病、肝硬変へと進行するのを防ぐために、ダ
イエットや筋トレなど私たちができることを、お話しし
ました。先生自身も一念発起して毎日のレコーディン
グダイエットを行いながら、自ら土を運ぶなどしてＤＩＹ
で自宅の庭を作り上げる作業を通して体重減を達成し
た、とのことでした。

第1回 今や国民病…!!
ほっとけない脂肪肝の話

11月15日開催　20名参加
講師／呼吸器内科医長 柳川　崇

第3回 肺がんについて知ろう

　肺がんは、1980年には約2万5000人だった罹患数
が、2018年には約12万3000人となっており、現在は
がんの中で亡くなる方が最も多いがんです。
そんな怖い肺がんについて、症状、検査法、現在の治療
法などについてお話しました。

講師／臨床研究部長（産婦人科）長 小林  正幸
　　　がん相談支援センター 看護師 松岡  悠

　将来の医療や介護に備
えて、希望する治療やケア
の内容を家族と医療関係
者が話し合い文書化する
ことで、自分や家族が安心
して生活できるようにする
取り組みについて、お話し
する予定です。ぜひ皆様お
誘いあわせの上、お越しく
ださい。

第4回 人生会議を始めてみませんか？
～アドバンス・ケア・プランニング～

日時／令和６年１月１７日（水） 午後６時～午後７時
場所／浜田医療センター
　　　2階総合研修センター

9月20日開催　54名参加
講師／循環器内科医長 明石 晋太郎

　心不全は感染症ではありませんが、致死率の高い病
気であり、全世界共通で増加しているため、現在の状
況は「心不全パンデミック」と呼ばれています。
　心不全の病態や治療法について解説した後、栄養・
体重管理、運動、ストレス管理など、心不全にならない
ために私たちができること、「自己管理なんて難し
い・・」と思う前に、毎日１回の体重測定など自分がで
きそうなことを「やってみる」ことが大事だ、ということ
をお話ししました。

第2回 心不全パンデミックの到来

市民公開講座の再開！

これからの予定
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